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甦　る　走　り

energybox はバッテリーを活性化させる事によって、
電装品の動作に真の変化をもたらし、車本来の能力を引き出す為の製品です。

energybox はバッテリーの性能向上に貢献します。

仕様

電圧の上昇

バッテリー寿命の向上

ヘッドライト照度の向上

アクセルの踏みこみ量減少による省エネ効果

バッテリー内部インピーダンスの低下

カーオーディオ音質の向上

エンジンパワーの向上
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株式会社エネウェーブ

■サイズ ― W５０ｍｍ/H64ｍｍ(９０ｍｍ)/D３５ｍｍ　( ) 内は取付け用ステーまでのサイズ

　配線の長さ ― ４０ｃｍ　重さ ― ２７５ｇ　端子 ( リング ) 径 ― 8Φ

■安全装置  ― 内部部品切断

■保証 ― １年間　但し、故意に本体を分解したもの、配線を著しく短くしたものは除外する。

■取り付け方法

　・取り付け作業はショートを防止する為、バッテリーのマイナス端子を外し、細心の注意を

　　払い行ってください。

　・本体から出ている赤の配線をバッテリーのプラス端子に、黒の配線はバッテリーのマイナス

　　端子にしっかりと取り付け、バッテリー端子にぐらつきや遊びがない事を確認してください。

　・本体の固定

　　本体はエンジンルーム内のなるべく熱が直接当たらない場所に設置てください。

　　本体の固定は、ネジ、ボルト、タイラップ、等を使用して確実に固定してください。

　　本体に直接水がかからない位置に設置してください。

■取り扱い注意事項

　※車種により、バッテリー端子を外すと電気系統に異常が起こる可能性がある車両については、

　　お買い上げ販売店にお問い合わせのうえ、お取り付けください。

　※ＤＣ１２V／ガソリン自動車のみに使用してください。

　※ディーゼル車、バイクには、使用しないでください。

　※1500CC 以下のガソリン車でエンジンとバッテリー間の距離が 1.5M以内の車両を対象に、

　　大きな効果を体感して頂けるように設計されています。

　※車両メーカー・車種・排気量・経年・走行距離・使い方などの違いにより、効果が異なる

　　ことがあります。

　※バッテリーの劣化が激しい場合、効果のないことがあります。

　※劣化の激しいバッテリーに取り付けた場合、バッテリー劣化がすすむことがあります。

　※電装品や電気系統に不良がある場合、効果のないことがあります。
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車とバッテリーの密接な関係

energybox の役割

　現代の車は電装品の増加により、＊オルタネーターやバッテリーへの負担は益々大きくなる一方です。

　限られた発電容量の中で、バッテリーの働き（＊充電受入性能）自体が電装品の作動状況に大きく影響するように

なってきました。

　しかし、どれほど素晴らしいバッテリーでも、搭載後数千ｋｍの走行で劣化が始まってしまいます。（図 1参照）

そこで、発電の効率を上げ、バッテリー電圧の低下を防ぎ、安定した電力が得られるバッテリーに生まれ変わらせる

新しいシステムとして開発されたのが energybox なのです。（車の状態により個体差が有ります。）
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　エンジンが掛かっている状態のとき、車のいたる所で様々な周波数成分を含

んだ高周波電流が発生し、その電流がバッテリーに流れ込みます（図 2参照）。

　energybox は、この車自身が発生する高周波電流を積極的にバッテリーに送

り込みコントロールすることにより、バッテリー内の電気（電子とイオン）の

流れを活発させ、未だかつてない勢いのある電気を供給できる電源環境を生み

だすことを可能にしました。

energybox は車自身が発生する、ひげ電流（ノイズ）の中の高周波電流を効率良く積極的にバッテリーに送り込

みコントロールする装置です。（バッテリー内で高周波電流は取り除かれます。）

図 1　新品バッテリー液の比重と＊内部抵抗の経時変化（液温 20℃）

図2　アイドリング時にバッテリーに加わっている電圧   
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グラフ 4　装着前後でのトルクの違いグラフ 3　装着前後でのエンジン出力の違い

1.

2.

3.

どうしてバッテリーの状態が良くなるのか？
　バッテリーの性能が経時的に低下する原因は、バッテリーの電極上における＊サルフェーションの発生です。

電極上でサルフェーションが発生して電極に付着すると、バッテリー液の比重や電圧の低下と内部抵抗の上昇が起こります（図 1参照）。

　energybox は、車に内在するひげ電流（ノイズ）の中の高周波電流を積極的にバッテリーへ送り込みコントロールすることによって電子とイオ

ンの流れを活発化させ、電極に付着したサルフェーションを溶解し、バッテリー本来の内部抵抗、比重と電圧を取り戻す技術です。

どうして車の状態が良くなるのか？
　バッテリー内のサルフェーションが除去されると、バッテリーの電圧が高くなると同時に内部抵抗が低くなります。内部抵抗の低い状態が保た

れると、バッテリーから電流を放出（放電）している間も高い電圧を保つことができます。すなわち、このような良い状態のバッテリーから生み

だされる電気は、とても勢いよくストレスなく流れる性質を持ち、電装品をスムーズに動作させるのです。

その結果として得られた効果は、

パルス方式製品との比較
　バッテリーに取り付けるだけでサルフェーションを除去できる製品としては、energybox の他にパルス発生器があります。パルス発生器は、サ

ルフェーションの除去のために大きな効果を発揮すると考えられますが、高周波パルスを発生させるためにはバッテリーの電気を消費する点がデ

メリットです。

　車のひげ電流（ノイズ）の中の高周波電流を利用する energybox は、パルス発生器とは異なって＊暗電流を消費しないので、停車時のバッテリー

への負担も一切ありません。

　また、パルス発生器の中には、強力なパルスを与えてサルフェーションを物理的に除去する製品が存在します（熱振動によるサルフェーション

除去）。サルフェーションを物理的に除去した場合、サルフェーションがバッテリー液中に溶解せずにバッテリーの底へ沈殿してしまうため、バッ

テリー液の比重や電圧が完全に元の状態には戻りません。サルフェーションを化学的に溶解する製品では、バッテリーの底に沈殿が生じませんし、

図 1に示したようにサルフェーションの除去とともにバッテリー液の比重や電圧が新品同等にまで戻ります。　この結果として、バッテリー電圧

が 12.8V を超えることが有りますが、どうぞ安心してお使い下さい。

エンジン始動時のバッテリーの電圧降下を小さく抑えることができた結果、＊ECUと各センサー類がより正確

な情報のやり取りを行います。

強い火花は強力な爆発力を生み、ノッキングを抑え、燃料噴射装置は最適なタイミングで弁を開閉します。

強い爆発力は、最適な点火タイミングで爆発を繰り返す事により、抑え込まれたパワーやトルクを取り戻し

ます。

　グラフ３およびグラフ４は、energybox 装着前後において、エンジン出力およびトルクがどのように変化するかを示したものです。エンジン出

力およびトルクは、いずれも energybox 装着後の方が大きくなっていることがわかります（エンジン出力：装着前 247.7 ps → 装着後 257.3 ps、

トルク：装着前 29.5 kg m-2 → 装着後 31.9 kg m-2）。
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　グラフ５およびグラフ６は、energybox 装着前後において、二か所の高速道路のある区間を 100 km/h で定速走行したさいのアクセル踏み込み

量を示したグラフです。グラフの横軸はスタート地点からの走行距離（位置）であり、ドライバーが道路の起伏に応じてどのようにアクセルの踏

み込み量を調節して 100 km/h の一定速度を維持しているのかをグラフから読み取ることができます。それぞれのグラフにおいて energybox 装着

前後でのアクセル踏み込み量を比較した場合、装着後の方が、全体的にアクセル踏み込み量が小さいことがわかります。また、道路の起伏に応じ

たアクセル踏み込み量の変動が少なく、アクセル踏み込み量を変えずに一定速度を維持できていることがわかります。このような energybox 装

着前後でのアクセル踏み込み量の違いは、グラフ３およびグラフ４で示した energybox 装着よるエンジン出力およびトルクの増大を裏付するも

のと考えられます。（なお、気温、湿度路面温度、風向き、風速等の不確定要素があります事をご了承下さい。）

グラフ 6　高速道路２でのアクセル踏み込み量グラフ 5　高速道路１でのアクセル踏み込み量

キャパシター方式製品との比較
　バッテリーに取り付けることによって電装品への電気の供給をスムーズにし車の状態を

良くする製品としては、大容量コンデンサがあります。

図７に、サルフェーションにより劣化したバッテリーに大容量コンデンサ（4700μF）を

取り付けたさいの＊合成抵抗のシミュレーション値を示します。大容量コンデンサを取り

付けた場合、1kHz 以上の周波数において大容量コンデンサが有効に働いて合成抵抗が低下

することがわかります。

　一方、energybox によりサルフェーションを除去したバッテリーの＊内部抵抗は、低い周波

数から高い周波数に亘るまで劣化したバッテリーよりも低くなっていることがわかります。

　この内部抵抗が低下する周波数範囲は、大容量コンデンサを取り付けた場合よりも広く、大

容量コンデンサを取り付けた場合よりも大きな効果が得られていることが明らかです。（大容

量コンデンサを取り付けた場合の合成抵抗は実測値ではなく、計算シミュレーションした結果

です。計算シミュレーションでは、＊低ESR（10mΩ）の大容量コンデンサを仮定しております。）
図 7　energybox と大容量コンデンサを
取り付けた場合の内部抵抗比較
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エンジンルーム内にある発電機

バッテリー液や電極の抵抗。バッテリーの状態によって変化する。内部抵抗が低いほど、バッテリーからストレスなく勢いのある（高電圧・大電流の）電気を流す

ことができる。（厳密には内部インピーダンスと言う。）

バッテリーにコンデンサを取り付けた場合の全体の内部抵抗。（厳密には合成インピーダンスと言う。）

ある高い電圧を与えて充電したときに、どれだけ大きな電流が流れて急速に充電されるかを示す性能。充電のされやすさを示す性能。充電受入性能が高い≒内部抵

抗が低いと考えてよい。

バッテリーが放電したさいに生成する硫酸鉛が結晶化したもの。電気を流しにくい性質を持ち、バッテリー液の比重や電圧の低下と内部抵抗の上昇を引き起こす。

エンジンを切り、キーを抜いた状態でも車の機能を維持する為に流れている電流

エンジンをコントロールする為の、ユニット（コンピューター）。

コンデンサの電極箔や電解液の抵抗。すなわち、コンデンサの内部抵抗。ESR が低いほど、コンデンサからストレスなく勢いのある（高電圧・大電流の）電気を流

すことができる。

正常な爆発やタイミングで動作していないエンジンがキンキン・カリカリなどと金属音を立てて動作する現象

走るよろこび　音を感じるよろこび　自然と調和するよろこび　
株式会社エネウェーブは、この技術を生かし、車にもバッテリーにも環境にも優しい世界に向けて貢献してゆきます。
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